
『農業情報処理』 学習指導案 群馬県立大泉高等学校

１ 指導者 教諭 川島 一秀

２ 日時・場所 平成２１年９月 ８日（火）１校時 第２パソコン室

３ 指導学級 バイオテクノロジー科 ２年

４ 科目・単元 農業情報処理・プレゼンテーションの利活用（農業情報処理：実教出版）

５ 単元目標 １）プレゼンテーションソフトウェアの特徴と機能を理解する。
２）プレゼンテーションソフトウェアの利用方法を身につける。
３）プロジェクト法を理解するとともに身につけたスキルを活用する。

６ 指導計画 プレゼンテーションの利活用（全３６時間）
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱの基本操作 ９時間･･･････本時(６／９)
ｱﾆﾒｰｼｮﾝ等の中級程度の操作 ７時間
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ法と発表の発信 ８時間
総合演習 １２時間

７ 本時の指導
(1) 目標 プレゼンテーションソフトを使った作図について復習するとともに、どのような

作品がインパクトがあるかなどを、他の生徒の作品を確認しながら考える。

(2) 展開 （授業は３校時から継続して実施しています）

時間 指導内容及び学習活動 指導上の留意点 評価規準と観点

導 ・出席の確認 ・学習のできる状態に
１０ ・メーリングリストの確認と本時 なっているか確認す

入 の学習内容を理解する。 る。

・学習支援ページから、配付資料 ・学習支援ﾍﾟｰｼﾞの操 ・ﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ受信から
をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして別名で保存する。 作は、回線の影響が ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ、別名保存

展 出た場合のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ 等行うことができる
を考える。 （Ｃ）

３０
・Web ページから全員の webMap ・手際よく閲覧・評価 ・自ら主体的にﾍﾟｰｼﾞ

を閲覧し、各自内容確認のうえ 作業が行えるよう指 を閲覧し、各ﾍﾟｰｼﾞ
開 どのような点が良いかや工夫改善 導する。 の内容について評価

点について評価し、内容を具体的 ・評価の内容に関する する。（B）
にファイルに記述する。 記述がとても重要で

あることを事前に指
導する。

ま １０ ・本日の授業の分かったこと、分か ・本日の授業をしっか ・授業の振り返りを主
と らなかったことを用紙に記入。 りと振り返るととも 体的に行うことがで
め ・授業プリントをフォルダーに保存 に、記述は具体的な きる(Ａ)

のうえ、教科担任にメールで送付 ものとするよう指導
する。 する。

８ 評価 ・メールで送付された成果物を精査し、（Ａ）・（Ｂ）の各点について確認する。
・ﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄのﾒｰﾙ確認と授業プリントをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできるよう机間巡視しながら指導する。

９ その他 ダウンロードやメール送信等の操作は、回線の関係でうまくできない場合が想定される。
その場合は、授業フォルダーに内のファイルを利用する。


